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1.研 究 の 課 題 と 方 法
全国の織物産地は今,深 刻な経済不況にさら
されている。一千年有余の歴史をもつ織物の町






での ミ政治ス トミは例がないとい う。










といった 諸条件の もとで,西 陣織物業 は,ミ温
存ミされてきた。けれども,2度 にわたるオイ
ル ・ショックは,西 陣により一層厳しい対応 を












の隣i接地に位置 しているし,ま た今日,大 学が
地域に 開かれた 大学として,そ の存在が 問わ
れているなかで,社 会学研究に携わる当研究所












発展に寄与 したのか といえば,む しろ事態が逆









































ある。この課題を,さ らに,4つ の課題,産 業
・地域 ・福祉 ・文化に分解して,プ ロジエク ト















昭和57年7月28日 ・30日,8月10日 の3日 間,京






















































































































































調 査 不 能 サ ン プ ル













































































































施が,京 都市及び 西陣織工業組合 による第10





は,1069世 帯であったが,昭 和57年7月 現在の
住民基本台帳に基 く世帯数は,1,120世 帯で あ
り,そ れを対象サンプルとした。回収された有
効サンプルi数は739サ ンプルであり,66.0%の
回収率 となった。(谷 口浩司)
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